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（さげっちゃ）

さげっちゃ！

取り組種別 問題解決型

武内修平（総務）

髙橋麻衣子 臨床検査技師

武内修平 総務

看護師

理学療法士木村悠希

堀井竜司 診療放射線技師

④無駄の削減や能率向上、業務環境の改善をめざすもの

③管理部門

④その他

①職場単位の活動

②複数の職場が連携した活動 武山裕美子

分類

(ふりがな)

チーム名

活動回数 10

リーダー名
（職種）

回

活動期間

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施

前後の変化

（指   標）年間コスト削減金額（単価削減差×2023年使用数）

（目標値）2023年上期コスト削減実績105万円を上回る150万円の削減を目標とした

①職員にコストを意識してもらうため月の医療消耗品使用金額と商品別の単価・使用金額表を掲示し周知
②卸業者とメーカーから多くの同等品と見積もりを依頼し切り替えの検討と現行品の価格交渉
　健育会グループの単価表を確認し同一商品の単価値下げ交渉と同等品の単価比較をし切り替えを検討
③コスト適正化支援をマネージメントの一つとして行っている会社と単価を比較し、値上がりしたままの商品か
ないかなどを確認

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

近年、新型コロナウイルスやウクライナ情勢、原油高や円安の影響により医療消耗品の単価が値上がりして
いる。
さらに感染対策のため、PPEの使用量も増加し医療消耗品の使用金額が増加している。そんな経済状況、感
染対策の中でも医療経営を維持していくために、医療消耗品の単価を下げ、コスト削減に繋げることをテーマ
に取り組むこととした。

（実施前）年間削減金額　2023年上期コスト削減実績105万円

（実施後）年間削減金額　247万円削減（単価削減差×2023年使用数計算）

（標準化）価格が値上がりする医療消耗品の変更が可能かを見直ししていく
（教育）職員一人ひとりのコスト意識を向上させるため価格一覧表掲示の継続
（管理）事務部会議にて削減実績情報を共有する

2024年1月～2024年6月

（たけうち　しゅうへい）

武内  修平 　（総務）
施設名

演題名 医療消耗品における単価の削減

(ふりがな)

発表者（職種）
医療法人社団　健育会　石巻健育会病院



【現状把握】

【目標設定】

【要因解析】

■①コロナ禍・物価高騰以前と活動開始時の単価を比較。総務
課・検査科から注文している消耗品のうち、97品目が値上がり
していることが分かった。
■②月の使用金額が高く、最も単価変動の大きかったプラス
チック手袋の状況を確認。1箱194円から1000円まで上昇し、そ
の後は卸業者やメーカーの変更、感染・経済状況で値下がりも
あり、活動開始時は237円となっている。
■③④総務課・検査科で管理している医療消耗品の月平均使
用金額を2018年から2023年まで把握。コロナ禍前に比べると総
務課・検査科ともに、月の使用金額は40～50万円増加している
ことがわかった。
■⑤2023年上期コスト削減に取り組んだ年間削減金額・方法・
品目数を確認。

　　　　　　■特性要因図より

医療消耗品の単価が下がらない要
因について「人」「物」「環境」「卸業
者・メーカー」の4つの視点から洗い
出した。
結果4つの重要要因が浮き彫りに
なった。

〔 管 理 特 性 ＝ 年 間 コ ス ト 削 減 金 額 〕

単 価 削 減 金 額 差 × 2 0 2 3 年 使 用 数 ＝ 年 間 コ ス ト 削 減 金 額



【重要要因の検証】

【対策の立案と実施】 3つの重要要因に対し、一次から三次対策まで立案、対策の実施を決定した。

■対策①月の種類別使用金額・単価一覧表を掲示し周知。
職員一人ひとりのコスト意識を高める取り組みを実施した。

■対策②看護部師長主任会議で安価商品への切替検討会の実
施。各メーカー・卸業者から安価商品の価格表とサンプルを確認し、
商品の切り替えを行った。
同時に現行品の単価交渉も進めコスト削減の大きな対策となった。

■対策③適正価格の確認としてコスト適正化支援をマーネージメン
トの一つとして行っている会社に依頼し単価の比較をした。多くの商
品は支援会社が紹介できる単価と同額程度であり価格の適正を確
認できた。

更に各病棟で使用感について評価



【効果の確認】

【効果の確認】無形効果　波及効果 【標準化と管理の定着】

【反省と今後の進め方】

値下げした27品目の内訳

■今後も値上げが考えられるため、商品の切り替えや
情報共有をしていく。
■単価が変動する経済状況の中でもより安く、質を保
てるよう今後もコスト削減に取り組んでいく。

■22品目の商品

の切り替え

■5品目の現行品

の値下げ

合計27品目の単価

を下げた！

目標達成


